
平成 19 年度油ケ淵生物モニタリング調査概要 

－水生植物調査－ 

 

 

・ 調査時期：平成 19 年 8 月 

・ 調査範囲：湖岸全域及び水際 

・ 結果 

湖岸植生の分布状況の調査について、

植物群落のうち面積の大きい群落の面

積変化をみると、沈水植物のオオカナダ

モ群落は、平成 19年度には 17年度の面
積の 4 割程度まで大きく減少したほか、
水辺に分布するヨシ群落も経年的にや

や減少傾向がみられた。一方、湖岸斜面

など乾燥した土壌に分布するセイタカ

アワダチソウ群落及びオギ群落では経

年的に増加傾向がみられた。 

水際部の 5 測線で実施した詳細調査に

ついて、図 7 に測線の位置を、図 8～12

に平成 19 年度の調査結果を示す。 

沈水植物については、測線 2 において

これまで分布していたオオカナダモ、ク

ロモが確認されなかったほか、測線 3，5

においてもオオカナダモの分布域が狭

くなっていた。 

水辺に生育する抽水植物については、

測線 1ではヨシの生育範囲がやや陸側に

広がり、測線 3では逆に陸側の生育範囲

がやや狭くなっていたが、その他の測線

では大きな変化はみられなかった。 

陸生植物については、測線 1 の人工島ワンド側において、平成 18 年度までセイタカア

ワダチソウが優占していた箇所にオギが混生するようになった。セイタカアワダチソウは

先駆性の植物であり、人工島の造成後直ぐに優占したものと考えられるが、今後、同様な

立地に分布するオギへと遷移する可能性が考えられる。 

 

 

図 7 詳細調査地点 
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 図 8 植生断面図（測線 1） 
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図 9 植生断面図（測線 2） 
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 図 10 植生断面図（測線 3） 
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 図 11 植生断面図（測線 4） 
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 図 12 植生断面図（測線 5） 
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